
(57)【要約】

【課題】従来型の汎用コンバインは、ロ－クロップ装置

を昇降調節することはできる構成になっているが、茎稈

の刈取条列に合わせてロ－クロップ装置を横方向に移動

調節することができない課題がある。

【解決手段】上記課題を解決するため、本案は、掻込み

オ－ガ１の前方において、左右分草杆７、７と、左右一

対の掻込みラグベルト２、２とを、搬送通路９の下側を

通した横向きの連結フレ－ム１０で一体に連結した。上

記構成のロ－クロップ装置５は、掻込みラグベルト２、

２の後部を巻回した駆動プ－リ６、６の中心部を回動支

点Ｐとして前部を左右方向に回動調節自由に構成した汎

用コンバインのロ－クロップ装置としている。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
掻 込 み オ － ガ １ の 前 方 に お い て 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ を 、 搬 送 始 端 部 を 前
方 下 部 に し 、 搬 送 終 端 部 を 後 方 上 部 に し て 側 面 視 傾 斜 状 に 軸 架 し て 設 け 、 該 掻 込 み ラ グ ベ
ル ト ２ 、 ２ は 、 前 部 低 位 置 で 分 草 後 の 茎 稈 を 左 右 両 側 の 搬 送 ラ グ ３ で 受 継 い で 保 持 し な が
ら 搬 送 し 、 途 中 で 株 元 が 刈 取 ら れ た 茎 稈 を そ の ま ま 後 方 の テ － ブ ル ４ 上 に 搬 送 し て 供 給 す
る 構 成 と し た ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ を 有 す る 汎 用 コ ン バ イ ン に お い て 、 該 ロ － ク ロ ッ プ 装 置
５ は 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ を 伝 動 す る 駆 動 プ － リ ６ 、 ６ の 中 心 部 を 回 動 支
点 Ｐ と し て 左 右 方 向 に 回 動 自 由 に 構 成 し 、 前 記 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ は 、 前 部 左 右 の 分 草 杆
７ 、 ７ と 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ と を 、 別 々 に 支 持 し た 左 右 の 支 持 枠 ８ 、 ８
を 、 茎 稈 搬 送 通 路 ９ の 下 側 に 配 置 し た 横 向 き の 連 結 フ レ － ム １ ０ に よ っ て 枢 着 連 結 し て 左
右 一 体 に 構 成 し 、 該 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ は 、 前 記 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ の 後
部 に 設 け た 前 記 回 動 支 点 Ｐ を 中 心 に し て 前 部 を 左 右 に 回 動 調 節 自 由 に 構 成 し た 汎 用 コ ン バ
イ ン の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 部 左 右 の 分 草 杆 ７ 、 ７ と 、 そ れ に 後 続 す る 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ と は 、 そ
れ ぞ れ 左 右 の 支 持 枠 ８ 、 ８ に 取 付 支 持 し て 設 け 、 該 支 持 枠 ８ 、 ８ は 、 前 記 掻 込 み ラ グ ベ ル
ト ２ 、 ２ の 間 に 形 成 し た 茎 稈 搬 送 通 路 ９ の 下 側 に 配 置 し た 横 向 き の 連 結 フ レ － ム １ ０ に よ
っ て 左 右 一 体 に 枢 着 連 結 し て 一 条 の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ を 構 成 し 、 該 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５
は 、 掻 込 み オ － ガ １ の 前 方 に 複 数 条 を 並 列 状 態 に 配 置 し て 設 け 、 こ れ ら 各 ロ － ク ロ ッ プ 装
置 ５ は 、 後 部 の 駆 動 プ － リ ６ 、 ６ の 中 心 部 を 回 動 支 点 Ｐ と し て 、 前 部 を そ れ ぞ れ 左 右 に 回
動 調 節 自 由 に 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 汎 用 コ ン バ イ ン の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
左 右 の 分 草 杆 ７ 、 ７ と 左 右 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ と を そ れ ぞ れ 支 持 し た 左 右 の 支 持 枠
８ 、 ８ は 、 テ － ブ ル ４ の 前 方 に お い て 、 茎 稈 搬 送 通 路 ９ の 下 方 を 横 切 っ て 設 け た 連 結 フ レ
－ ム １ ０ に よ っ て 枢 着 連 結 し て 一 体 に 構 成 し 、 該 連 結 フ レ － ム １ ０ と 前 記 テ － ブ ル ４ と の
間 に 搬 送 茎 稈 の 株 元 を 案 内 す る 株 元 案 内 板 １ １ を 架 け 渡 し て 構 成 し た 請 求 項 １ 、 又 は ２ 記
載 の 汎 用 コ ン バ イ ン の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 汎 用 コ ン バ イ ン の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 に 関 し 、 農 業 機 械 の 技 術 分 野 に 属 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 汎 用 コ ン バ イ ン は 、 稲 、 麦 に 限 ら ず 大 豆 、 そ ば 等 の 穀 類 の 刈 取 、 脱 穀 作 業 が で き
る よ う に 構 成 さ れ て お り 、 脱 穀 装 置 は 全 稈 投 入 式 を 搭 載 し て い る 。 そ し て 、 刈 取 前 処 理 装
置 は 、 稲 、 麦 の 収 穫 作 業 で は 、 前 部 の 上 方 位 置 に 掻 込 み リ － ル が 軸 架 さ れ 、 そ の 下 方 位 置
に 刈 取 装 置 が 設 け ら れ 、 そ の 後 方 位 置 に 、 前 記 刈 取 装 置 の 刈 幅 と 略 同 等 の 幅 を 有 す る 掻 込
み オ － ガ が 横 軸 に 支 持 し て 設 け ら れ 、 該 掻 込 み オ － ガ の 一 側 後 部 に 搬 送 コ ン ベ ヤ か ら な る
エ レ ベ － タ が 装 備 さ れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
又 、 大 豆 、 そ ば 等 の 丈 の 低 い 茎 稈 を 収 穫 す る 汎 用 コ ン バ イ ン に あ っ て は 、 刈 取 前 処 理 装 置
は 、 掻 込 み リ － ル を 外 し て 、 刈 取 装 置 の 前 方 低 位 置 か ら 上 方 に か け て 左 右 一 対 の ラ グ ベ ル
ト か ら な る ロ － ク ロ ッ プ 装 置 を 設 け て 比 較 的 丈 の 低 い 茎 稈 を 両 側 か ら 係 止 し て 、 挟 持 状 態
に し な が ら 搬 送 し て 刈 取 、 収 穫 す る 構 成 に な っ て い る 。 そ し て 、 従 来 型 の こ の 種 の コ ン バ
イ ン は 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 を 上 下 昇 降 自 由 に 吊 り 下 げ る 鎖 状 体 を 刈 取 昇 降 フ レ － ム に 連 結
支 持 し 、 そ の 刈 取 昇 降 フ レ － ム を 昇 降 用 油 圧 シ リ ン ダ に 連 結 支 持 し て 上 下 昇 降 で き る 構 成
を 採 用 し て い る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
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特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ７ ５ ４ ５ ０ 号 公 報 （ 第 １ 、 乃 至 ５ 頁 、 第 ２ 図 、 及 び ４ 図 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 型 に お い て 、 そ ば や 豆 類 を 収 穫 す る 汎 用 コ ン バ イ ン の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 は 、
前 方 低 位 置 か ら 刈 取 装 置 の 上 方 を 経 て 後 方 ま で 延 長 し た 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト を 設
け て 構 成 し て い る 。 そ し て 、 圃 場 の 茎 稈 は 、 分 草 作 用 を 受 け た 後 、 左 右 一 対 の ラ グ ベ ル ト
で 挟 ま れ な が ら 後 方 に 搬 送 さ れ る 過 程 で 株 元 が 刈 取 装 置 で 刈 り 取 ら れ 、 後 方 の テ － ブ ル 上
に 達 し て 掻 込 み オ － ガ に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に 、 茎 稈 の 収 穫 を す る ロ － ク ロ ッ プ 装 置 は
、 従 来 型 の 図 ２ （ 前 記 公 開 特 許 公 報 参 照 ） に 示 す よ う に 、 昇 降 用 油 圧 シ リ ン ダ １ ４ を 伸 縮
さ せ て 刈 取 昇 降 フ レ － ム １ １ と 鎖 状 体 １ ３ と を 介 し て 上 下 調 節 が で き る 構 成 に は な っ て い
る が 、 分 草 杆 や ラ グ ベ ル ト を 横 方 向 に 移 動 調 節 し て 植 付 け た 畝 幅 、 又 は 植 付 け 条 列 の 間 隔
に 合 わ せ て 分 草 幅 を 調 節 す る こ と が で き ず 、 刈 取 茎 稈 条 列 に 対 し て 分 草 杆 と 掻 込 み ラ グ ベ
ル ト を 真 正 面 に 合 わ せ る こ と が 難 し い 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 、 次 の 如 き 技 術 手 段 を 講 ず る も の で あ る 。 ま ず
、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 掻 込 み オ － ガ １ の 前 方 に お い て 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、
２ を 、 搬 送 始 端 部 を 前 方 下 部 に し 、 搬 送 終 端 部 を 後 方 上 部 に し て 側 面 視 傾 斜 状 に 軸 架 し て
設 け 、 該 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ は 、 前 部 低 位 置 で 分 草 後 の 茎 稈 を 左 右 両 側 の 搬 送 ラ グ ３
で 受 継 い で 保 持 し な が ら 搬 送 し 、 途 中 で 株 元 が 刈 取 ら れ た 茎 稈 を そ の ま ま 後 方 の テ － ブ ル
４ 上 に 搬 送 し て 供 給 す る 構 成 と し た ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ を 有 す る 汎 用 コ ン バ イ ン に お い て
、 該 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ は 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ を 伝 動 す る 駆 動 プ － リ ６
、 ６ の 中 心 部 を 回 動 支 点 Ｐ と し て 左 右 方 向 に 回 動 自 由 に 構 成 し 、 前 記 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５
は 、 前 部 左 右 の 分 草 杆 ７ 、 ７ と 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ と を 、 別 々 に 支 持 し
た 左 右 の 支 持 枠 ８ 、 ８ を 、 茎 稈 搬 送 通 路 ９ の 下 側 に 配 置 し た 横 向 き の 連 結 フ レ － ム １ ０ に
よ っ て 枢 着 連 結 し て 左 右 一 体 に 構 成 し 、 該 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ は 、 前 記 左 右 一 対 の 掻 込 み
ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ の 後 部 に 設 け た 前 記 回 動 支 点 Ｐ を 中 心 に し て 前 部 を 左 右 に 回 動 調 節 自 由
に 構 成 し た 汎 用 コ ン バ イ ン の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 で あ っ て 、 左 右 の 分 草 杆 と 左 右 一 対 の 掻 込
み ラ グ ベ ル ト と を 左 右 別 々 に 取 付 け て 支 持 し た 左 右 の 支 持 枠 を 連 結 フ レ － ム で 連 結 し て 、
こ れ ら を 一 体 の 平 行 リ ン ク 機 構 に 構 成 し て い る 。 こ の よ う に 一 体 と し た 前 部 の 左 右 分 草 杆
と 後 続 す る 左 右 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト は 、 刈 取 り 対 象 と す る 茎 稈 植 付 け 条 列 に 合 わ せ て 、 後
部 を 回 動 支 点 に し て 前 部 を 左 右 横 方 向 に 調 節 し て 正 し く 条 合 わ せ し て 刈 取 り 、 搬 送 が で き
る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
つ ぎ に 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 部 左 右 の 分 草 杆 ７ 、 ７ と 、 そ れ に 後 続 す る 左 右 一 対 の 掻 込
み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ と は 、 そ れ ぞ れ 左 右 の 支 持 枠 ８ 、 ８ に 取 付 支 持 し て 設 け 、 該 支 持 枠 ８
、 ８ は 、 前 記 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ の 間 に 形 成 し た 茎 稈 搬 送 通 路 ９ の 下 側 に 配 置 し た 横
向 き の 連 結 フ レ － ム １ ０ に よ っ て 左 右 一 体 に 枢 着 連 結 し て 一 条 の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ を 構
成 し 、 該 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ は 、 掻 込 み オ － ガ １ の 前 方 に 複 数 条 を 並 列 状 態 に 配 置 し て 設
け 、 こ れ ら 各 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ は 、 後 部 の 駆 動 プ － リ ６ 、 ６ の 中 心 部 を 回 動 支 点 Ｐ と し
て 、 前 部 を そ れ ぞ れ 左 右 に 回 動 調 節 自 由 に 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の 汎 用 コ ン バ イ ン の ロ －
ク ロ ッ プ 装 置 で あ っ て 、 上 記 請 求 項 １ に 係 る １ 条 の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 を 掻 込 み オ － ガ の 前
方 に 複 数 条 並 列 状 態 に 並 べ て 構 成 し た も の で あ る 。 こ の よ う に 、 本 案 に 係 る ロ － ク ロ ッ プ
装 置 は 、 広 幅 刈 り の コ ン バ イ ン の 場 合 、 多 条 刈 り が で き る よ う 複 数 条 を 横 並 び に 並 列 に 配
置 し て 、 そ れ ぞ れ を 刈 取 条 ご と に 左 右 に 回 動 調 節 が で き る 構 成 に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
つ ぎ に 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 左 右 の 分 草 杆 ７ 、 ７ と 左 右 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ と を そ
れ ぞ れ 支 持 し た 左 右 の 支 持 枠 ８ 、 ８ は 、 テ － ブ ル ４ の 前 方 に お い て 、 茎 稈 搬 送 通 路 ９ の 下
方 を 横 切 っ て 設 け た 連 結 フ レ － ム １ ０ に よ っ て 枢 着 連 結 し て 一 体 に 構 成 し 、 該 連 結 フ レ －
ム １ ０ と 前 記 テ － ブ ル ４ と の 間 に 搬 送 茎 稈 の 株 元 を 案 内 す る 株 元 案 内 板 １ １ を 架 け 渡 し て
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構 成 し た 請 求 項 １ 、 又 は ２ 記 載 の 汎 用 コ ン バ イ ン の ロ － ク ロ ッ プ 装 置 で あ っ て 、 茎 稈 搬 送
通 路 の 下 側 を 横 切 っ て 設 け て い る 連 結 フ レ － ム に 茎 稈 が 絡 み 付 か ず 、 テ － ブ ル ま で の 間 、
搬 送 茎 稈 の 株 元 が 確 実 に 案 内 さ れ て 地 面 へ の 落 下 を 防 止 し 、 ロ ス を 発 生 を 未 然 に 防 止 で き
る も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 構 成 、 作 用 を 有 す る も の で あ っ て 、 ま ず 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 左
右 の 分 草 杆 と そ れ に 後 続 す る 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト か ら な る ロ － ク ロ ッ プ 装 置 を 、
圃 場 に 植 付 け ら れ て い る 大 豆 等 の 茎 稈 条 列 に 対 し て 正 対 し た 位 置 に な る よ う に 、 横 に 移 動
調 節 し て 収 穫 作 業 が で き る 効 果 を 有 す る 。 特 に 、 本 案 の 場 合 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 は 、 茎 稈
の 搬 送 通 路 を 挟 ん で 左 右 別 々 に 設 け た 分 草 杆 と 掻 込 み ラ グ ベ ル ト を 連 結 フ レ － ム に よ っ て
一 体 に 枢 着 状 態 に 連 結 し て 構 成 し た か ら 、 刈 取 条 列 ご と に 横 に 移 動 調 節 が 自 由 に で き る 特
徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
そ し て 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 刈 幅 の 広 い 多 条 刈 り コ ン バ イ ン に お い て 、 有 効 で あ っ て 、 ロ
－ ク ロ ッ プ 装 置 の 横 移 動 調 節 で 全 体 の 刈 幅 を 広 げ る こ と も で き る 効 果 が あ る 。 そ し て 、 ロ
－ ク ロ ッ プ 装 置 は 、 並 列 状 に 横 並 び に 配 置 し た も の を 各 刈 取 条 ご と に 左 右 調 節 し て 圃 場 の
植 え 付 け 畝 に 合 わ せ る こ と も で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
そ し て 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 連 結 フ レ － ム と そ の 後 方 の テ － ブ ル と の 間 に 株 元 案 内 板 を 架
け 渡 し て 設 け た か ら 、 連 結 フ レ － ム に 搬 送 茎 稈 が 巻 き 付 く の を 防 止 で き る も の で あ り な が
ら 、 そ の 部 分 に お け る 地 上 へ の 落 下 を な く し て ロ ス を 未 然 に 防 止 し て 搬 送 茎 稈 を 確 実 に テ
－ ブ ル 上 に 搬 送 、 供 給 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 具 体 的 に 説 明 す る 。
ま ず 、 刈 取 前 処 理 装 置 １ ２ は 、 図 １ 、 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 部 の 接 地 位 置 に 設 け た 左
右 の 分 草 杆 ７ 、 ７ と 、 そ れ に 後 続 し た 部 位 に 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ と 、 低 位
置 の 刈 取 装 置 １ ３ と 、 前 部 に 軸 架 し た ゲ － ジ ホ イ ル １ ４ （ 図 ２ 参 照 ） と を 一 体 構 成 と し た
ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ と 、 そ の 後 部 に テ － ブ ル ４ と 、 掻 込 み オ － ガ １ と 、 一 側 の エ レ ベ － タ
１ ５ と を 装 備 し て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
そ こ で 、 ま ず 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ を 構 成 す る 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ は 、 図
１ に 示 す よ う に 、 ベ ル ト に 所 定 間 隔 ご と に 搬 送 ラ グ ３ を 装 着 し 、 左 右 か ら 各 搬 送 ラ グ ３ を
互 い に 内 側 に 向 け て 対 向 さ せ て 配 置 し 、 茎 稈 を 左 右 両 側 か ら 挟 持 状 態 に 係 止 し て 搬 送 可 能
に 巻 回 し て い る が 、 そ の 配 置 に お い て 、 図 面 か ら 解 る よ う に 、 各 搬 送 ラ グ ３ に 搬 送 方 向 （
後 方 ） に 対 し て 後 退 角 を 持 た せ て 構 成 し て い る 。 そ し て 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２
、 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 搬 送 終 端 部 側 を 、 下 部 を テ － ブ ル ４ に 固 着 し た 支 持 筒 １ ６ の
上 部 に 軸 架 し て い る 上 下 ２ 段 の 駆 動 プ － リ ６ 、 ６ に 巻 回 し 、 搬 送 始 端 部 側 を 、 上 下 ２ 段 の
支 持 枠 ８ 、 ８ の 先 端 部 に 軸 架 し た 遊 動 プ － リ １ ７ 、 １ ７ に 巻 回 し て 構 成 し て い る 。 そ し て
、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 搬 送 始 端 部 側 で は 搬 送 ラ グ
３ が 地 表 近 く ま で 届 く 程 度 に 低 く し 、 搬 送 終 端 部 側 を 高 く し て 側 面 視 傾 斜 状 に 構 成 し て い
る 。 そ し て 、 実 施 例 の 場 合 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ は 、 図 面 か ら 解 る よ う に
、 左 右 の も の を 上 下 に 若 干 の 段 差 を 設 け て 架 設 し て お り 、 両 外 側 か ら 内 側 に 向 け て 突 出 し
て い る 搬 送 ラ グ ３ が 相 互 に 上 下 に 交 差 （ 平 面 視 で 重 合 し て 同 じ 搬 送 通 路 を 通 過 で き る 。 ）
し た 構 成 と し て い る 。 こ の 構 成 に よ っ て 、 左 右 の 搬 送 ラ グ ５ は 、 回 動 中 に 干 渉 し た り 、 衝
突 す る の を 回 避 で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
そ し て 、 上 記 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ は 、 図 面 か ら 解 る よ う に 、 全 体 が ベ ル ト
カ バ － １ ８ で 覆 わ れ 、 図 １ 、 及 び 図 ２ に 示 す 実 施 例 の 場 合 は 、 前 部 に あ る 左 右 の 分 草 杆 ７
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、 ７ を 、 上 記 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ の 遊 動 プ － リ １ ７ 、 １ ７ を 軸 架 し た 左 右
の 支 持 枠 ８ 、 ８ に 連 結 し た 構 成 と し て い る 。 こ の 場 合 、 左 右 の 両 支 持 枠 ８ 、 ８ は 、 図 １ に
示 す よ う に 、 左 側 に は 左 の 分 草 杆 ７ と 左 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ （ 遊 動 プ － リ １ ７ を 軸 受 し
て い る 。 ） を 取 付 け て 支 持 し 、 右 側 に は 同 様 に 、 右 の 分 草 杆 ７ と 右 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２
（ 遊 動 プ － リ １ ７ を 軸 受 し て い る 。 ） と を 支 持 し た 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 上 記 左 右 の
支 持 枠 ８ 、 ８ は 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ の 間 に 形 成 さ れ る 茎 稈 搬 送 通 路 ９ の
下 側 を 横 切 っ て 配 置 し た 連 結 フ レ － ム １ ０ に よ っ て 枢 着 状 態 に 連 結 し て 一 体 に 構 成 し て い
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
そ し て 、 上 記 の 如 く 一 体 構 成 と し た 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ は 、 搬 送 後 部 に あ
る 前 記 支 持 筒 １ ６ の 上 部 に 軸 架 し た 駆 動 プ － リ ６ 、 ６ の 中 心 部 を 回 動 支 点 Ｐ に し て 搬 送 始
端 部 側 が 左 右 方 向 へ 回 動 調 節 で き る 構 成 と し て い る 。 こ の 場 合 、 上 記 支 持 筒 １ ６ は 、 具 体
的 な 図 面 は 省 略 し て い る が 、 回 転 す る 支 持 筒 １ ６ の 下 部 側 に 円 弧 形 状 の 長 孔 を 形 成 し 、 固
定 側 （ テ － ブ ル ４ 側 ） に 設 け て い る 係 止 ね じ で 係 脱 自 由 に 固 定 す る 構 成 と し て い る 。 し た
が っ て 、 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ は 、 支 持 筒 １ ６ の 下 部 に 形 成 し た 円 弧 形 状 長 孔 の 範 囲 内
に お い て 回 転 調 節 が で き 、 係 止 ね じ で 固 定 す る こ と が 可 能 に な っ て い る 。 こ の 場 合 、 前 記
左 右 の 両 支 持 枠 ８ 、 ８ は 、 連 結 フ レ － ム １ ０ に よ っ て 枢 着 状 態 に 連 結 さ れ 、 平 行 リ ン ク 状
に 組 ま れ た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ し て 、 株 元 案 内 板 １ １ は 、 図 ３ 、 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 前 側 の 連 結 フ レ － ム １ ０ と 後
方 の テ － ブ ル ４ と の 間 に で き る 空 間 を 塞 ぐ よ う に 配 置 し て 、 前 部 を 連 結 フ レ － ム １ ０ に 取
り 付 け 、 後 部 を テ － ブ ル ４ 側 に ま で 延 長 し て 固 定 し て い る 。 こ の 場 合 、 茎 稈 株 元 の 搬 送 ラ
イ ン Ｈ は 、 図 ４ に 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 株 元 案 内 板 １ １ の 上 方 を 通 過 す る 関 係 に な っ て い
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
つ ぎ に 、 円 盤 刈 刃 １ ３ は 、 前 述 し た 刈 取 装 置 １ ３ を 指 す も の で あ り 、 実 施 例 の 場 合 、 図 ２
か ら 解 る よ う に 、 油 圧 モ － タ １ ９ か ら チ エ ン ２ ０ を 介 し て 駆 動 ス プ ロ ケ ッ ト ２ １ に 伝 動 す
る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 円 盤 刈 刃 １ ３ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 各 刈 取 条 列 ご と に 縦 軸
に 軸 着 し て 配 置 し て お り 、 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ の 搬 送 ラ グ ３ に よ っ て 保 持
さ れ て 搬 送 中 の 茎 稈 株 元 を 刈 取 る よ う に 構 成 し て い る 。 そ し て 、 円 盤 刈 刃 １ ３ は 、 前 記 し
た 左 側 の 支 持 枠 ８ に 支 持 さ れ 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ と 一 体 と な っ て 関 係 位 置 を 狂 わ せ な い
状 態 で 横 方 向 に 調 節 移 動 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
つ ぎ に 、 ゲ － ジ ホ イ ル １ ４ は 、 図 ２ 、 及 び 図 ３ に 仮 想 線 で 示 す よ う に 、 こ れ の 上 下 調 節 に
よ っ て ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ の 地 上 高 さ が 決 ま る 主 要 な 役 目 を 果 た す 構 成 と し て い る 。
そ し て 、 掻 込 み オ － ガ １ は 、 図 １ 、 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 テ － ブ ル ４ の 後 部 上 方 に 横 向
き に 軸 装 し て お り 、 そ の 図 に 示 す よ う に 、 外 周 に は 搬 送 螺 旋 ２ ５ を 巻 き 付 け て 設 け 、 前 側
か ら 茎 稈 を 掻 き 込 み な が ら 側 方 へ 搬 送 し 、 エ レ ベ － タ １ ５ 側 に 達 す る と 、 掻 込 み ク ラ ン ク
フ ィ ン ガ － ２ ６ に よ り 後 側 の エ レ ベ － タ １ ５ に 供 給 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 エ レ ベ － タ １ ５ は 、 始 端 部 を 上 述 の と お り 、 掻 込 み オ － ガ １ に 臨 ま せ て 設 け 、 終
端 部 を 後 部 上 方 の 脱 穀 装 置 に 連 結 し て 扱 室 の 供 給 部 に 接 続 し て 設 け 、 茎 稈 の 全 部 を 投 入 す
る 構 成 に し て い る 。
つ ぎ に 、 図 ５ 、 及 び 図 ６ に 示 す 実 施 例 の 分 草 ワ イ ヤ － ２ ７ 、 ２ ７ に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
該 分 草 ワ イ ヤ － ２ ７ 、 ２ ７ は 、 図 面 か ら 解 る よ う に 、 左 右 一 対 か ら な り 、 始 端 部 を ロ － ク
ロ ッ プ 装 置 ５ の 搬 送 始 端 部 分 の 外 側 に 固 定 し 、 左 右 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ の 非 搬 送 側
（ ラ グ ベ ル ト が 前 方 に 向 か っ て 移 動 す る 側 ） の 上 方 を 経 て 終 端 部 を 、 後 部 の リ フ ト ア － ム
２ ８ に 連 結 し て 張 り 渡 し た 構 成 と し て い る 。 こ の よ う に 、 両 側 の 分 草 ワ イ ヤ － ２ ７ 、 ２ ７
は 、 図 ５ 、 及 び 図 ６ に 示 す 実 施 例 の よ う に 、 側 面 視 に お い て は 、 前 が 低 く 、 後 ろ を 高 く し
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た 傾 斜 状 に な り 、 平 面 視 で は ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ の 左 右 外 側 に 沿 わ せ て 前 後 方 向 に ほ ぼ 平
行 状 に 配 置 し た 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
上 述 の よ う に 構 成 し た 分 草 ワ イ ヤ － ２ ７ 、 ２ ７ は 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ で 茎 稈 を 後 方 に 搬
送 す る と き 、 外 側 に 倒 伏 し て 移 動 し て い る 搬 送 茎 稈 の 上 部 を 載 せ た 状 態 で 後 方 に 案 内 し 、
更 に ワ イ ヤ － の 外 側 の 茎 稈 と 絡 む の を 未 然 に 防 止 し て 整 然 と 分 草 、 案 内 す る 特 徴 が あ る 。
な お 、 上 記 分 草 ワ イ ヤ － ２ ７ は 、 分 草 ロ ッ ト に 代 え て 構 成 し て も 同 様 の 作 用 、 効 果 を 期 待
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
こ の よ う に 構 成 し た 本 案 の 実 施 例 は 、 請 求 項 １ の 発 明 の 場 合 、 左 右 の 分 草 杆 ７ 、 ７ と そ れ
に 後 続 す る 左 右 一 対 の 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２ か ら な る ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ を 、 圃 場 に 植
付 け ら れ て い る 大 豆 等 の 茎 稈 条 列 に 合 わ せ て 、 後 部 の 駆 動 プ － リ ６ 、 ６ の 中 心 部 分 を 回 動
支 点 Ｐ と し て 横 に 移 動 調 節 し て セ ッ ト す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５
は 、 茎 稈 の 搬 送 通 路 ９ を 挟 ん で 左 右 別 々 に 設 け た 分 草 杆 ７ 、 ７ と 掻 込 み ラ グ ベ ル ト ２ 、 ２
を 左 右 の 支 持 枠 ８ 、 ８ と 連 結 フ レ － ム １ ０ に よ っ て 平 行 リ ン ク 機 構 の 如 く 、 一 体 に 連 結 し
て 構 成 し た か ら 、 刈 取 条 列 ご と に 一 体 と し て 横 方 向 に 移 動 調 節 す る こ と が で き る も の と な
っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
そ し て 、 請 求 項 ２ の 発 明 の 場 合 は 、 刈 幅 の 広 い 多 条 刈 り コ ン バ イ ン に お い て 、 有 効 で あ っ
て 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ の 横 移 動 調 節 で 全 体 の 刈 幅 を 広 げ る こ と も で き る 効 果 が あ る 。 そ
し て 、 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 ５ は 、 並 列 状 に 横 並 び に 配 置 し た も の を 各 刈 取 条 ご と に 左 右 調 節
し て 圃 場 の 植 え 付 け 畝 に 合 わ せ る こ と も 可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
そ し て 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 連 結 フ レ － ム １ ０ と そ の 後 方 の テ － ブ ル ４ と の 間 に 株 元 案 内
板 １ １ を 架 け 渡 し て 設 け た か ら 、 連 結 フ レ － ム １ ０ に 搬 送 茎 稈 が 巻 き 付 く の を 防 止 で き る
も の で あ り な が ら 、 そ の 部 分 に お け る 茎 稈 の 地 上 へ の 落 下 を な く し 、 ロ ス を 未 然 に 防 止 し
て 搬 送 茎 稈 を 確 実 に テ － ブ ル ４ ま で 搬 送 す る こ と が で き る も の と な っ た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
別 実 施 例 １
つ ぎ に 、 図 ７ 、 図 ８ 、 及 び 図 ９ に 基 づ い て 別 実 施 例 １ を 説 明 す る 。
別 実 施 例 １ は 、 汎 用 コ ン バ イ ン の 脱 穀 装 置 に 使 用 さ れ て い る ス ク リ ュ － 式 扱 胴 の 改 良 に 関
す る 発 明 で あ る 。 従 来 の 扱 胴 は 、 ス ク リ ュ － の 高 さ が 、 外 側 （ ス ク リ ュ － の 外 周 ） に 装 着
し て い る ツ － ス の 高 さ よ り 高 く 構 成 さ れ て お り 、 そ の た め に 、 脱 穀 物 が 高 い ス ク リ ュ － の
た め に 塊 状 で 扱 胴 表 面 （ ス ク リ ュ － の 元 側 ） で 持 ち 回 ら れ 、 そ の ま ま 選 別 室 を 経 由 し て 機
外 に 排 塵 さ れ る こ と が 多 く 、 三 番 ロ ス が 多 く 発 生 す る 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
そ れ に 対 し て 、 別 実 施 例 １ は 、 図 ７ 、 及 び 図 ８ に 示 す よ う に 、 ス ク リ ュ － 式 扱 胴 ３ ０ の 外
周 に 螺 旋 状 に 装 着 す る ス ク リ ュ － ３ １ と 、 そ の ス ク リ ュ － ３ １ の 外 周 に 取 り 付 け る ツ － ス
３ ２ と の 高 さ を ほ ぼ 同 等 に 構 成 し た も の で あ る 。
上 述 し た 従 来 構 成 の 扱 胴 （ ツ － ス の 高 さ よ り ス ク リ ュ － の 高 さ が 高 い 扱 胴 ） は 、 供 給 さ れ
た 脱 穀 物 が 高 い ス ク リ ュ － に 守 ら れ た 状 態 で ツ － ス と 外 側 の 扱 ぎ 網 に よ る 脱 穀 作 用 を 受 け
ず に 、 塊 の ま ま 排 出 さ れ る も の が 多 く 、 脱 穀 作 用 が 不 充 分 に な っ て い た 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
別 実 施 例 １ は 、 上 述 の よ う に 、 ス ク リ ュ － ３ １ と ツ － ス ３ ２ と の 高 さ を 同 じ に し た か ら 、
言 い 換 え る と 、 ス ク リ ュ － ３ １ を 低 く し た か ら 、 扱 室 に 供 給 さ れ た 脱 穀 物 が 外 側 の 扱 ぎ 網
と ツ － ス ３ ２ と に よ る 扱 ぎ 作 用 を 受 け 安 く 、 確 実 に 脱 穀 さ れ る こ と に な っ た 。 こ の よ う に
、 別 実 施 例 １ の 場 合 、 ス ク リ ュ － ３ １ の 高 さ が 低 く な っ た 分 、 ス ク リ ュ － ３ １ に よ っ て 持
ち 回 ら れ る 脱 穀 物 の 層 が 薄 く な っ て ツ － ス ３ ２ と 外 側 の 扱 ぎ 網 と の 扱 ぎ 作 用 を 受 け る 率 が
高 く な り 、 脱 穀 処 理 が 確 実 に な っ た 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
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そ し て 、 ス ク リ ュ － 式 扱 胴 ３ ０ は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 終 端 部 分 ３ ０ ａ の 扱 胴 径 を 小 径 に
し て 、 排 塵 、 排 稈 が ス ム － ス に で き る 構 成 と し て い る 。
別 実 施 例 ２
つ ぎ に 、 図 １ ０ 、 及 び 図 １ １ に 基 づ い て 別 実 施 例 ２ を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
別 実 施 例 ２ は 、 グ レ ン タ ン ク に 貯 留 し て い る 穀 粒 を 機 外 に 排 出 す る た め に 、 エ ア － 式 穀 粒
搬 送 装 置 を 利 用 し た 場 合 、 グ レ ン タ ン ク の 下 部 に 装 備 し た 穀 粒 繰 出 装 置 の 繰 り 出 し ロ － ル
を 軸 方 向 に 引 き 抜 い て 比 較 的 簡 単 に 取 り 出 し の で き る 構 成 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま ず 、 穀 粒 繰 出 装 置 ４ ０ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 グ レ ン タ ン ク ４ １ の 下 側 に お い て 、 漏
斗 状 に 形 成 し た 傾 斜 案 内 板 ４ ２ の 下 側 に 、 横 向 き 円 筒 状 に 形 成 し た ケ － ス の 内 部 に 羽 根 車
か ら 形 成 し た 繰 り 出 し ロ － ル ４ ３ を 左 右 方 向 の 回 転 軸 ４ ４ に よ っ て 軸 架 し た 構 成 と し て い
る 。 こ の 場 合 、 傾 斜 案 内 板 ４ ２ は 、 グ レ ン タ ン ク ４ １ の 左 右 方 向 （ 図 １ ０ の 紙 面 の 左 右 方
向 の 意 味 、 以 下 同 じ ） に お い て 、 右 側 に 片 寄 せ た 位 置 に 設 け ら れ 、 そ の 下 部 に 上 記 穀 粒 繰
出 装 置 ４ ０ を 連 結 し て 設 け た 構 成 と し 、 穀 粒 繰 出 装 置 ４ ０ の 左 側 に 取 出 空 間 ４ ５ を 形 成 し
た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
そ し て 、 上 記 取 出 空 間 ４ ５ は 、 前 記 回 転 軸 ４ ４ の 全 長 Ｈ １ よ り 左 右 方 向 の 空 間 の 長 さ （ 広
さ ） Ｈ を 長 く （ Ｈ １ ＜ Ｈ ） し て お り 、 繰 り 出 し ロ － ル ４ ３ を 回 転 軸 ４ ４ と 一 体 で 穀 粒 繰 出
装 置 ４ ０ か ら 左 側 の 取 出 空 間 ４ ５ に 引 き 出 す こ と が で き る 余 裕 を 持 た せ た 広 さ に 構 成 し て
い る 。 そ し て 、 繰 り 出 し ロ － ル ４ ３ は 、 図 １ １ に 示 す よ う に 、 回 転 軸 ４ ４ の 両 端 を フ ラ ン
ジ ４ ６ 、 ４ ６ に 着 脱 自 由 に 軸 受 し た 構 成 と し て お り 、 両 端 の ナ ッ ト ４ ７ 、 ４ ７ を 外 し て 右
の フ ラ ン ジ ４ ６ を 外 せ ば 、 回 転 軸 ４ ４ と 一 体 で 、 取 出 空 間 ４ ５ 側 に 取 り 出 し が で き る 構 成
と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
そ し て 、 繰 り 出 し ロ － ル ４ ３ は 、 図 面 に 示 す よ う に 、 回 転 軸 ４ ４ の 端 部 （ 外 側 ） に 伝 動 ギ
ヤ ４ ８ を 軸 着 し て 原 動 側 か ら 回 転 動 力 が 伝 達 さ れ て 回 転 し 、 上 側 の 傾 斜 案 内 板 ４ ２ か ら 供
給 さ れ る 穀 粒 を 下 側 の 搬 送 風 路 ４ ９ に 定 量 づ つ 繰 り 出 し て 落 下 す る 構 成 と し て い る 。 そ し
て 、 搬 送 風 路 ４ ９ は 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 基 部 側 に ブ ロ ワ － ５ ０ の 吹 出 口 が 連 通 さ れ 、
搬 送 下 手 側 に は 、 グ レ ン タ ン ク ４ １ の 上 方 に 延 長 し た 穀 粒 搬 送 筒 ５ １ に 連 通 し て 穀 粒 を 機
外 に 排 出 す る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
な お 、 穀 粒 繰 出 装 置 ４ ０ は 、 実 施 例 を 示 す 図 １ ０ で は 右 側 に オ フ セ ッ ト し て 左 側 に 取 出 空
間 ４ ５ を 形 成 し た が 、 相 互 に 逆 側 に 形 成 す る こ と は 自 由 で あ る 。
以 上 の よ う に 、 別 実 施 例 ２ は 、 穀 粒 を 搬 送 風 路 ４ ９ 内 に 定 量 づ つ 繰 り 出 す 繰 り 出 し ロ － ル
４ ３ を 取 り 出 す 取 出 空 間 ４ ５ を 側 部 に 形 成 し た か ら 、 ロ － ル ４ ３ の 取 り 出 し が 容 易 と な り
、 清 掃 等 の メ ン テ ナ ン ス が 容 易 に で き る 特 徴 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
別 実 施 例 ３
つ ぎ に 、 図 １ ２ 、 乃 至 図 １ ４ に 基 づ い て 別 実 施 例 ３ を 説 明 す る 。
別 実 施 例 ３ は 、 コ ン バ イ ン の グ レ ン タ ン ク に 関 し 、 コ ン バ イ ン 車 体 に 装 備 さ れ て い る 車 体
水 平 制 御 機 構 の ピ ッ チ ン グ 制 御 装 置 を 利 用 し て グ レ ン タ ン ク に 供 給 さ れ て い る 穀 粒 の 表 面
を 極 力 平 ら に し て 穀 粒 の 充 填 率 を 高 め て タ ン ク 容 量 を 有 効 に 利 用 し よ う と す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ ５ 】
従 来 か ら コ ン バ イ ン は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 刈 取 脱 穀 作 業 中 に 刈 取 っ て 脱 穀 選 別 し た 穀
粒 を 、 一 番 揚 穀 装 置 Ａ を 経 由 し て グ レ ン タ ン ク Ｔ に 充 填 す る 場 合 、 穀 粒 は 、 一 番 揚 穀 装 置
Ａ の 穀 粒 排 出 口 Ｂ の 近 傍 で は 高 く 貯 留 さ れ る が 、 排 出 口 Ｂ か ら 遠 ざ か る に つ れ て 穀 粒 表 面
Ｋ が 低 く な り 、 充 填 率 が 減 少 す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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そ こ で 、 別 実 施 例 ３ は 、 上 記 課 題 を 解 決 し て 限 ら れ た 容 積 の グ レ ン タ ン ク に 、 で き る だ け
多 量 の 穀 粒 を 貯 留 し て 充 填 率 を 高 め よ う と す る も の で あ る 。
ま ず 、 グ レ ン タ ン ク ５ ５ は 、 図 １ ３ 、 及 び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 コ ン バ イ ン の 車 体 ５ ６ 上
に 搭 載 し 、 脱 穀 装 置 の 一 番 揚 穀 装 置 ５ ７ に 連 通 し た 穀 粒 排 出 口 ５ ８ か ら 排 出 さ れ た 穀 粒 を
貯 留 す る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 車 体 ５ ６ は 、 図 面 に は 省 略 し た が 、 ク ロ － ラ ５ ９ が 駆
動 ス プ ロ ケ ッ ト ６ ０ の 車 軸 ６ １ を 支 点 に し て 後 部 が 上 下 調 節 制 御 さ れ る ピ ッ チ ン グ 制 御 装
置 を 装 備 し た 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
そ し て 、 グ レ ン タ ン ク ５ ５ は 、 図 面 か ら 解 る よ う に 、 そ の 内 部 の 前 記 穀 粒 排 出 口 ５ ８ に 近
い 位 置 に 満 杯 セ ン サ ６ ２ を 設 け 、 そ の 下 側 で タ ン ク 中 央 に 寄 っ た 位 置 に 予 備 セ ン サ ６ ３ を
設 け た 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 上 述 の ピ ッ チ ン グ 制 御 装 置 は 、 予 備 セ ン サ ６ ３ が 穀 粒 を
検 出 す る と 、 制 御 を 開 始 し 、 前 記 満 杯 セ ン サ ６ ２ が 穀 粒 を 検 出 す る ま で ピ ッ チ ン グ 制 御 の
状 態 に あ る 構 成 と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
具 体 的 に は 、 図 １ ３ に 示 す 実 施 例 の 場 合 、 グ レ ン タ ン ク ５ ５ は 、 穀 粒 排 出 口 ５ ８ が 後 ろ 側
に 寄 っ た 位 置 に あ る か ら 、 タ ン ク が 水 平 状 態 の と き 供 給 さ れ た 穀 粒 は そ の 表 面 が 後 側 が 高
く 、 前 側 が 低 く 貯 留 さ れ る 。 す る と 、 車 体 ５ ６ は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 予 備 セ ン サ ６ ３
が 穀 粒 を 検 出 す る と ピ ッ チ ン グ 制 御 が 作 動 し て ク ロ － ラ ５ ９ の 後 部 を 下 げ る 方 向 に 制 御 し
、 順 次 車 体 ５ ６ を 前 傾 姿 勢 に 変 化 さ せ て タ ン ク ５ ５ を 前 傾 に し て 穀 粒 を 、 表 面 の 低 い 前 側
に 寄 せ て 流 動 さ せ 、 穀 粒 表 面 を 平 ら に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
つ ぎ に 、 図 １ ４ に 示 す 実 施 例 の 場 合 、 グ レ ン タ ン ク ５ ５ は 、 穀 粒 排 出 口 ５ ８ が 前 側 寄 り に
あ る か ら 穀 粒 表 面 を 平 ら に す る た め に 、 車 体 ５ ９ を 後 傾 に 制 御 し て 穀 粒 を 後 ろ 側 に 流 動 し
て 表 面 を 平 ら に し な が ら 作 業 を 続 け る も の で あ る 。
こ の よ う に 、 別 実 施 例 ３ は 、 コ ン バ イ ン 車 体 ５ ６ に 装 備 さ れ て い る ピ ッ チ ン グ 制 御 装 置 を
利 用 し て 、 車 体 ５ ６ と 一 体 の グ レ ン タ ン ク ５ ５ を 前 傾 、 又 は 後 傾 に 修 正 し な が ら 穀 粒 を 低
い 側 に 流 動 し て 貯 留 穀 粒 の 表 面 を 平 ら に し 、 充 填 率 を 上 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
別 実 施 例 ４
つ ぎ に 、 図 １ ５ 、 及 び 図 １ ６ に 基 づ い て 別 実 施 例 ４ を 説 明 す る 。
従 来 の コ ン バ イ ン は 、 車 体 上 に 搭 載 し た 脱 穀 装 置 と 、 こ れ に 付 随 す る １ 番 、 及 び ２ 番 揚 穀
装 置 と 、 キ ャ ビ ン と が そ れ ぞ れ 車 体 に 装 置 さ れ た 状 態 で 相 互 間 の 連 結 が さ れ て お ら ず 、 強
度 上 弱 い ば か り で な く 、 走 行 中 に 振 動 や 騒 音 が 発 生 す る 課 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
別 実 施 例 ４ は 、 上 記 し た 各 装 置 を 連 結 フ レ － ム に よ っ て 一 体 的 に 連 結 し て 従 来 型 の 課 題 を
解 消 せ ん と す る も の で あ る 。
ま ず 、 前 後 フ レ － ム ６ ５ は 、 図 １ ５ 、 及 び 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 後 部 を 脱 穀 装 置 ６ ６ の 後
部 に 連 結 し て 前 方 に 延 長 し 、 前 部 を 脱 穀 装 置 ６ ６ の 前 部 に 連 結 し 、 中 間 部 分 を ２ 番 揚 穀 装
置 ６ ７ と １ 番 揚 穀 装 置 ６ ８ に 連 結 し て 構 成 し て い る 。 そ し て 、 前 側 縦 フ レ － ム ６ ９ は 、 上
部 を １ 番 揚 穀 装 置 ６ ８ の 穀 粒 排 出 口 ７ ０ と キ ャ ビ ン ７ １ に 連 結 し た キ ャ ビ ン 連 結 フ レ － ム
７ ２ と に 連 結 し 、 下 部 を 前 記 前 後 フ レ － ム ６ ５ の 前 部 に 連 結 し て 構 成 し て い る 。 そ し て 、
後 側 縦 フ レ － ム ７ ３ は 、 下 部 を 車 体 ７ ４ に 連 結 し て ２ 番 揚 穀 装 置 ６ ７ に 沿 わ せ て ほ ぼ 垂 直
に 上 に 延 長 し 、 そ の ２ 番 揚 穀 装 置 ６ ７ と 、 前 後 フ レ － ム ６ ５ と に 連 結 し て 構 成 し て い る 。
そ し て 、 後 側 縦 フ レ － ム ７ ３ は 、 上 部 に ２ 番 揚 穀 装 置 ６ ７ の 上 部 に あ る 補 強 フ レ － ム ７ ５
に 連 結 し て 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 の よ う に 、 別 実 施 例 ４ は 、 車 体 ７ ４ 上 に 搭 載 し て い る 脱 穀 装 置 ６ ６ と 、 こ れ に 付 随 す
る １ 番 、 及 び ２ 番 揚 穀 装 置 ６ ７ 、 ６ ８ と 、 キ ャ ビ ン ７ １ と を 、 前 後 フ レ － ム ６ ５ と 前 側 縦
フ レ － ム ６ ９ と キ ャ ビ ン 連 結 フ レ － ム ７ ２ と に よ っ て 、 一 体 に 連 結 し て 構 成 し た か ら 、 機
体 強 度 を 高 め て 丈 夫 に な り 、 振 動 が 少 な く な り 、 騒 音 の 発 生 を 少 な く し た 特 徴 が あ る 。
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【 ０ ０ ４ ３ 】
別 実 施 例 ５
つ ぎ に 、 図 １ ７ 、 及 び 図 １ ８ に 基 づ い て 別 実 施 例 ５ を 説 明 す る 。
別 実 施 例 ５ は 、 大 豆 や そ ば 等 を 収 穫 す る 汎 用 コ ン バ イ ン の １ 番 揚 穀 装 置 に 関 し 、 揚 穀 装 置
の 上 部 か ら グ レ ン タ ン ク に 大 豆 等 を 供 給 す る 供 給 樋 の 改 良 発 明 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
従 来 の 供 給 樋 は 、 穀 粒 が 円 滑 に 流 動 す る た め に 最 も 急 勾 配 を 必 要 と す る そ ば を 基 準 と し て
固 定 し た 構 成 と し て い た た め 、 グ レ ン タ ン ク の 穀 粒 充 填 率 が 低 く な る 課 題 が あ っ た 。
ま ず 、 供 給 樋 ８ ０ は 、 １ 番 揚 穀 装 置 ８ １ の バ ケ ッ ト か ら 搬 送 さ れ て き た 大 豆 や そ ば を 樋 内
を 流 し な が ら グ レ ン タ ン ク ８ ２ に 供 給 す る 構 成 と し て い る 。 こ の 場 合 、 供 給 樋 ８ ０ は 、 図
１ ８ に 示 す よ う に 、 機 体 側 板 ８ ３ の 中 間 部 分 に 形 成 し た 円 弧 形 状 の 長 孔 ８ ４ に 、 供 給 樋 ８
０ の 外 側 に 突 出 さ せ て 設 け た 係 止 具 ８ ５ を 挿 入 し て 、 上 部 を 支 点 に 下 部 を 上 下 方 向 に 調 節
す る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 供 給 樋 ８ ０ は 、 図 １ ８ の 作 用 図 に 示 す よ う に 、 大 豆 の 収 穫
作 業 時 に は 上 側 に 係 止 （ 勾 配 を 緩 く し て ） し て 収 穫 作 業 を 行 な い 、 そ ば の 収 穫 作 業 時 に は
下 側 に 係 止 （ 勾 配 を 急 に し て ） し て 作 業 を 行 な う も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
一 般 に 、 グ レ ン タ ン ク ８ ２ は 、 供 給 樋 ８ ０ の 下 端 部 が 高 い 位 置 に あ る ほ ど 多 量 の 収 穫 穀 物
を 充 填 で き る こ と が 知 ら れ て い る が 、 そ ば の よ う に 、 外 形 が 偏 平 に 近 い 形 状 の 作 物 は 転 び
難 く 供 給 樋 ８ ０ 上 を 円 滑 に 流 動 す る た め に は 急 勾 配 に 構 成 す る 必 要 が あ る 。 そ れ に 対 し て
、 大 豆 は 、 粒 形 が 球 形 で あ る か ら 転 が り 易 く 、 供 給 樋 ８ ０ の 勾 配 を 緩 く す る こ と が 可 能 で
、 充 填 率 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
こ の よ う に 、 別 実 施 例 ５ は 、 １ 番 揚 穀 装 置 ８ １ か ら グ レ ン タ ン ク ８ ２ に 穀 粒 を 流 し 込 む 供
給 樋 ８ ０ の 勾 配 を 作 物 の 形 状 に 応 じ て 調 節 で き る 構 成 と し て 、 例 え ば 、 実 施 例 の よ う に 、
大 豆 の 収 穫 作 業 時 と 、 そ ば の 収 穫 作 業 時 と で 傾 斜 度 を 切 り 替 え 調 節 し 、 樋 内 に 穀 粒 が 停 滞
せ ず に 円 滑 に 流 動 で き る も の で あ り な が ら 、 グ レ ン タ ン ク ８ ２ 内 に は 多 量 の 穀 粒 が 充 填 で
き る 特 徴 を 有 す る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ っ て 、 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ っ て 、 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ っ て 、 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ っ て 、 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ っ て 、 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 実 施 例 で あ っ て 、 平 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 １ で あ っ て 、 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 １ で あ っ て 、 正 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 １ で あ っ て 、 切 断 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ２ で あ っ て 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ２ で あ っ て 、 繰 り 出 し ロ － ル の 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 別 実 施 例 ３ の 従 来 型 の 説 明 用 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ３ で あ っ て 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ３ で あ っ て 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ４ で あ っ て 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ４ で あ っ て 、 側 面 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ５ で あ っ て 、 コ ン バ イ ン の 背 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 ５ で あ っ て 、 要 部 の 作 用 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 掻 込 み オ － ガ 　 　 　 　 　 　 　 ２ 、 ２ 　 　 掻 込 み ラ グ ベ ル ト
３ 　 　 　 搬 送 ラ グ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 　 　 テ － ブ ル
５ 　 　 　 ロ － ク ロ ッ プ 装 置 　 　 　 　 　 ６ 、 ６ 　 駆 動 プ － リ
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７ 、 ７ 　 分 草 杆 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ８ 、 ８ 　 支 持 枠
９ 　 　 　 茎 稈 搬 送 通 路 　 　 　 　 　 　 　 １ ０ 　 　 連 結 フ レ － ム
１ １ 　 　 株 元 案 内 板 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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